
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仙台市立将監西小学校 学校運営協議会だより 

欅っ子応援団通信！ 

学校運営協議会って？ 

学校と地域が力を合わせて学校運営に取り組み，特色ある学校づくりを進めるしくみで

す。「地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 47条」で，各学校で設置するよう定め

られています。 

将監西小学校の学校運営協議会が「欅っ子応援団」です。現在 12名の委員が学校から推

薦され，市からの委嘱を受けて活動しています。 

学校運営協議会は，委員のみの活動ではなく，地域や保護者の皆さんの協力の下，地域総

ぐるみで子供たちを育てていくことが目的です。「欅っ子応援団通信！」では，運営協議会

で話し合われたことや皆様に協力していただきたいこと等をアナウンスしていきます。 

～令和 5年度の取り組みについて～ 

■第 1回（５／３０） 

■第 2回（６／２８） 

 

 

■第 3回（７／２８） 

 

 

 

■第 4回（８／２９） 

 

■第 5回以降 

 

 

 

 

 

 

～理想の姿『育てたい子ども像』を明確にする～ 
 ・西小グランドデザインを共有 

 ・学校，地域と協働してどのような子供を育てたいかを出し合う 

 ・『育てたい子ども像』を整理，共有（裏面参照） 

R5/８/2５   第 1号 

 

～「理想の姿」を実現する取り組みの検討～ 
・やってみたいことの抽出 

・やってみたいことと理想の姿とのつながりを確認 

・優先度，実行体制を決める 

～やってみたいことの実行～ →実行内容の振り返り 
・第 1回の取り組みとして，PTA親父の会（仮称）とのコラボで，

「大きもだめし大会」を企画開催。100 名以上の参加と 10 名

以上のボランティアが協力。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上の図は，欅っ子応援団がつくった「育てたい子ども像」のイメージ図（フィッシュボーンチ
ャート）です。右側の“魚の頭”にあたる青四角「関わりの中で 共に学び 共に育ち 豊かな心を
持ち 自ら学ぶ子供」を目指して，学校と地域が協働して「取り組み」や「アクション」をどんど
ん仕掛けていきます。 
途中の“小骨”にあたる部分が，学校運営協議会で出された「具体的な姿」で，西小グランド

デザインの「目指す児童像」に対応して分類配置されています。今後行われる行事や取り組みは，
すべてこのどこかの“小骨”の要素を取り入れたものになります。また，今後，何かのイベント
や取り組みを考える際に，「小骨のこの部分を鍛えたいので，こんな取り組みがいいのでは」と
いう活用の仕方もできます。 

欅っこ応援団の体制で
す。学校と運営協議会だ
けではなく，町内会や児
童館，幼稚園をはじめ，地
域や保護者の皆様の参加
協力をいただきながら，
“地域総ぐるみ”で西小
の子供たちへ支援やお手
伝い，わくわくするイベ
ント等を行っていくこと
を目指しています。 

育てたい子ども像について 


